
部態でも,手掛り刺取の班77,･や選択反応の遅延のさいに

対応して変化するニ 1-I,ソが同一部位から見山された

(Fuster良Alexander,1971)0
このような的珊帆野門外側部が関与する叩億における

ユ1-Pソ括動と':1':)LD]性の迅動発現の伽持をより詐細に

吟味するために.サル (MacaEamuEatLa,Macacacy･

LopLs)に'4m 的手掛り刺故にたいする遅延反応の訓練な

行ない.そのさいの前頭前野背外側部のニューT,ソ活動

を測定し,サルの行動と対応させて分析を行なう実験を

計画した.

サルはチェアに固定され,正面のパネルに手掛り刺激

提示のために2コの白色のラソブを左右6cmの間隔で

並べ.そのそれぞれ下JJ-8cmのところに反応用のテコ

を配位した｡まずこのラソブのいずれか(ラソダム系列)

が5秒間点灯し.次いで3-20秒間の遅延のあと左右の

ラソブが同時に点灯し,"reinforcementavailable"とな

る｡

このときサルが遅延前に点灯したラソブと同側のテコ

を押せば正反応でIi7--ス(0.3cc)が与えられた｡釈行

間隔は5秒としたO誤反応の場合はパネル中央の赤色の

"uW'ラソ7'が点灯し,その間試行の遊行は停止した｡

サルは reinforcementavailable時以外は手もとの "hold

kcy''を常に押し下げていなければならない (折1回)｡
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第1図 用いた強化スケジ>-ル

訓若刺まコソビ1-メ (DEC,PDP-12)を用いて行なわ

れ.holdkeyの監視, ラソブの点滅, テコ押し反応の

御 ..fの測定とその正駅の判定,E}ユースを与えるための

I.ti磁升のmm,反応の記以などは FOCAL-12に上って

門かれたプログラムによって制御された｡

訓練が規料 こ迅すると.ll;lm帆肝門外側部に金属封の

円mな也め込み.可mbクソクステソ花梅 (約2Il)によっ

て主粥i(principalsulcus)I.lJ辺のユユーロソ括動をオペ

アソブ(自作)へ叩き,シソクロスコープ(tl･J二光花,VC-

7)でモニターし,データレコーダ(Philips,ANALOG

-7,7-CH)に強化スケジュール,サルのテコ押し反応,

上腕三頚筋の屯位活動などと対応させて紀以した｡遅延

反応時に活動原皮が高くなってくるこ1-Pソと.迫に

活動が低下するニューt]ソがいくつか見出されたが,午

後の枚討のためにはさらに祁例数を多くする必要がある

と思われる｡

切 断 脳 と行 動l)

木曽 良治 (京大 ･文)

大脳丙半球問の相互作用が,サルの反応決定に働く枚

帽を明らかにするために,隅緊･前交連･視交叉が切断

されたo反応決定の突放的切両として,光 り刺故に対す

るレ,:一押し反応の反応時間の811j定が選ばれた｡光 り刺

故は佃光フィルターにより左右いずれか一方の限のみに

与えられ,サルの同月加工国定されていずれか-1)'の手で

反応することが親御された｡"用意"のシグナル."反応''

のシグナル,"フィード･′ミック''のシグナルを分離して

与えることにより,反応時間の決定に働く各々の現先tl't

報の役割と,それらが与えられる眼と反応する手との的

係,すなわち同側あるいは対側であることが,宍放変数

として操作されたo

アカゲザル6匹 (切断脳3匹,視交叉のみ切断2匹,

正珊1匹)に,"用忠"ぉよび "反応"のシグナルに左右

いずれの手でも安定した反応を示す段階まで訓練が与え

られたのち,各実験変数が導入された｡切断手術の方法

の確立がおくれたために,宍険は現在まだ進行中である｡

設定課題 6.霊長類の生殖に関する基礎的研究

正常月経周期および妊娠時のホルモン動

態- ニホンザルの胎盤琵白ホルモン2)

7;i永 肋朗 (京大 ･医)

はじめに

ヒト胎盤は現在のところ2mの式日ホルモソ,すなわ

ちHumanChorionicGonadotropin(HCG)およびrluman

PlacentalLactogen(HPL),または HumanCl10rionic

Somatomammotropin(IiCS)を吐成分夢路することが認め

られているが,サルの肋空馴こついても同様な式日ホルモ

ソ産出の可憶性が考えられている｡サルの均分.ll;L話を

1)久保田琉･宝伏杓子 (いずれも罰火･盟r<研)との
共同研究｡
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MonkeyChorionicGonadotropin(MCG),後者をMonkey

PlacentalLICtOgen(MPL)と呼ぶ こととする｡丙ホル

モソのヒト妊娠における生理的意義については,前者は

gonaJotropichormone,彼者は metabolicおよび 1acto.

gcnichormoneとして作用し,正常妊娠維持に盃要な意

滋を和するものと考えられているが,なお不明の点が多

く.その本態の詳細な究明が期待されている.

ヒトのHCG,HPLについては比較的純度の高いprepa･

rationが得られ,体液中浪皮の測定が容易に免疫学的方

法によって可鰭であり,妊娠中の動態が明らかにされて

いるが,サルについては純度の高いpreparationもなく,

その妃蛇学的測定法も確立されておらず,妊娠中の動態

すら明らかでない｡そこでわれわれはニホソザルについ

て MCGおよびMPLの詳細な研究を行ないつつあり,

iJ･3ホルtlソの韮礎的諸性格の解明,活性検定法および測

出払の碓立.妊娠時の動態ならびにその生理的意義の解

明な口約として鋭意換索を進めている｡昭和47年度には

ユ'hソザル満期産胎盤からの抽出 ･梢瓢 測定法の換討

な行なったが.その成馳 ま以下の如くである.

突放材料 ･方法

),.(抑火で1'=盟技研研究所において満期出産した5匹のこ

かソザル胎盤を-20●Cに雄踏保存したものを用いた.

これな触解し適当な大きさに切ったものをhomogenize

L(MonkeyPlacentalHomogenate,MPH),0.3M KCl,

郎10枚で抽出し,遠沈上晴を透析し,等丘の飽和硫安

紋を加えて泣沈沈班の水浴液を透析披遠沈, その上清

な弧拙絃放しこれを CrudeMonkeyPlacentalProtein

HomlOne(CMPPH)とした｡精妙 まCMPPHをDEAE

celluloseカラムにて0.01M Trisbuffer,dI9.0に0.05,0.1,

0.33,1.OM NaClを加えて stepwiseに溶出を行なった

攻,活性分画についてSephadexGl100 カラムにて更に

楠匙した.

免疫学的測定法はわれわれが確立 した HCGおよび

HPLあるいは HGH の radioimmunoassay系を用いて

行なった｡なお,HCGassay系では標識 HCGの代り

にHLH,抗HCG血清の代りに抗HLH血柄,HPLassay

系では標識HPLの代りに HGH,抗 HPL血柄の代りに

抗 HGH 血清を用いる所謂 hybridassay系での測定を

試みた｡

実験成績

1. HCG,HPLおよび HGH との免疫学的交叉反応

MPIiおよびCMPPIiについてOuchterlonyの寒天平

板二重拡散法により抗HCG血書乱 抗HPL血柄,抗HGH

血的な用いて免疫学的交叉反応を祝祭した.MPH,CM

PPH ともに抗 HPL血掃および抗 HGH血綿と明らか

な沈降線を示したが,坑 HCG血清との問には沈降線は

認められなかった｡

2. HPLおよび HGH との交叉反応応用による MPL

の免疫学的測定

CMPPH を以下の如き4種の radioimmunoassay罪

を用いて倍数柁釈系列の測定を行ない,それぞれの系列

における HPLおよび HGH の標準曲線と比較した｡

a.125Ⅰ-HPL- 抗 HPL 血的
b.125Ⅰ-HPL- 抗 HGH 血tJ'i

510 rng(mt CMPPH

128 rTVymL HPLIHGH

1 X gitust.鑑

第 1 図
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C･125IIHGH- 抗 HGH血的
d･125l-HGH- 坑 HPL血m

このうち )25I-HPL- 抗 HPL血的および 125Ⅰ-HPL

- 抗HGH血約の2系列において.測定可伐な倍数柁

釈曲線が狩られた｡節1回に示す如く125Ⅰ-HPL- 抗

HPL血Tr7(50,000倍摘釈)系では0.02mg/mlと10mg

/mlの問の渋皮で,125Ⅰ-HPL- 抗HGH血析 (10,000

倍柘釈)系では 0･16FLg/mlから 160FLg/mlの問の決

皮で,それぞれ満足すべき倍数稀釈曲線を示した.な

お,岡 assay系とも非妊ユホソザル血帝とは全く交叉反

応を示さなかった｡

3. HCG,HLHassay系による MCGの免疫学的測定

MPH,CMPPHの倍数稀釈系列を以下のassay系にて

測定した.

a･125Ⅰ-HCG- 坑 HCG 血約

b･125Ⅰ-HCG- 抗 HLH 血Tf'f

c･125Ⅰ-HLH- 抗 HCG 血117

d･125IIHLH- 抗 HLH血7.7

しかし,いずれの系においても免疫学的交叉反応は認

められなかった｡

4. MPLの抽出･精魁

CMPP上iの DEAEcelluloseカラム分析では 0.33M

NaCl分国に HPLおよびHGH と免疫学的交叉反応が

詑められたoこの分田を SephadexGl100カラムにて分

析したところ HPLとほぼ同じ分子丑 (約22,000)の部

分に同様な免疫活性を認めた｡現在さらに精魁を進めて

いる｡

まとめ

ニホソザルの隈糊正胎盤には,HPLおよび HGH と

兆迅抗原を有する蛋白ホルモソの存在が確認された.こ

れはヒト胎盤の HPLに対応して MPL(または MCS)

と呼ぶべきものであろう｡その抽出･m･匙および蛋白ホ

ルモl/としての諸性格については現在鋭忠検討中である

が,ほぼHPL と同じ分子丑をもつものと考えられる｡

なお,抗血清の作成,高純度 MPLpreparationが得ら

れていないので,MPL独自の assay系の確立が待たれ

るが,しかし HPLおよび HGH の radioimmunoassay

系を用いて測定することができることがわかったOその

朝食,所mhybridassay系によれば,かなり満足すべき

感皮で測定でき.少くとも妊娠中の血中MPLの測定に

は十分応用できると想われる｡

なお,HCGに対応する MCGについては,今回行な

った方法では榊相川台盤からの抽此 免疫'-半的測定法は不

成功に終り,その存在を確認し得なかった｡おそらく末

期胎盤には極めて少なく,妊脱初期および中期胎盤につ

いてさらに枚討な進める必宏があると想われる｡

ニホンザルの尿中 ebtrOgen分画に関す

る研究

安藤 昭弘(日本モンキー ･センター)

ニホソザルに関する姓的出理現象についての内分駆学

的研究は,未だ余り多くは見られない｡こホソザルの尿

中総estrogenに関しては,Jl柾州印に伴いP33明約に変動

を示し,その中間】抑こおいて.1日ないし2日r;口忠放た一

時的増加が認められることを耽々はいままでに問めてい

る｡今回はニホソザルの内分泌学的性状な上り辞しく知

り,更に他の種のサル,あるいはヒトとのnLqの内分松草

的な摂似性を調べるため.ニホソザルを中心とし,比較

のためにアカゲザル,ブタオザルについて尿中 estrogen

分国を測定し,それらの関の遊興について比較検討を行

なった｡

材料および方法

突放はニホソザル.アカゲザルおよびブタオザルの成

熟メスについて行なった｡尿は個別ケージの受皿の上に

金網を旺いて.班と灰とが氾らない棟にして抹顕した｡

尿中estrogen分所の測矧土民3mlな用いて行なった｡

すなわち,尿 3mlを詩田水で2LR･に柁釈後払他を加え

て加熱し,加水分析を行なった.塩酸か水脈校,エーテ

ル抽出,以慨技術紋による沈汎 アルカリ抽山,史にこ

れを次位水封ナト1)ウムで中和し,エーテルに巧拙山し

た検,エ-テルを諏雅紀回させて estrogen抽出物とし

た｡estrogen分所の分断ま河田クp†トグラフを用いて

行ない,estrOne.eStradiolおよび estriolの3分両に介

離した｡紳屑をクt,ロホルム:きクノール,9:1で展開

後,酢酸エチルによって各分相を抽此 乾田した按,班
光法によって判定な行なった.

結 果

ニホソザルの尿中estrogenではestrone分画が政も多

く平均74.60/0.次いでestriol分画14.90/0,estradiol分

国10.50/Oの比率となったOアカゲザルとブタオザルでは

それぞれ estrone分画は56.00/0,75.60/0.estrio1分両は

26.30/0,14.40/0,占stradiol分画は17.7C/0,10.00/oとなっ

た.さらに妊娠中のニホソザルでは,妊娠100目前枚で,

平均してestrone分両73.3C/0,estradiol分所8.90/0,estriol

分画17.80/.となり,非妊娠時と比率においてはほとんど

差はみられなかった｡

以上の様なiuL'只ミなヒトについて知られている成約と比

較すると,その間に大きな違いが見られる｡すなわち,

ヒトではestrio1分m-が主成分をなし全体の約3分の2を

占めるのに対し.ニホソザルでは estrone分国が全体の

主成分なたしている｡しかしながら,ニホソザルとアカ

ゲザル,ブタオザルとの関には大きい遊脚 ま罷められな

い｡この様な点から,ヒトとニホソザル苛のサルでは,
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